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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 5 月 27 日の決算発表時に公表した平成 18 年 3 月期（平成  
17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた
します。 
 

記 
 
１．平成 18 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 

（中間期 個別）                          （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ８６，０００ １，３００ １，０００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ８５，０００ １，３００ ６００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１，０００ ― △４００ 

増 減 率            （％） △１．２ ― △４０．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 3 月期中間） 

８４，３９７ １，４５９ △３５０ 

 
２．平成 18 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 

（中間期 連結）                          （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １２２，０００ ２，６００ １，３００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １２４，０００ ２，１００ １，７００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ２，０００ △５００ ４００ 

増 減 率            （％） １．６ △１９．２ ３０．８ 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 3 月期中間） 

１２１，００３ ２，４２２ ６ 



 
３．平成 18 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

（通期 個別）                           （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １７６，０００ ３，０００ １，７００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １７３，０００ ３，０００ １，５００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △３，０００ ― △２００ 

増 減 率            （％） △１．７ ― △１１．８ 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 3 月期） 

１６９，１１０ ２，６５４ △３，６２４ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） ８円３４銭 

 
４．平成 18 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

（通期 連結）                           （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２５４，０００ ６，５００ ３，０００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２５６，０００ ５，６００ ３，４００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ２，０００ △９００ ４００ 

増 減 率            （％） ０．８ △１３．８ １３．３ 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 3 月期） 

２４６，９３３ ５，０８７ △７，１８６ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） １９円６９銭 

 

５．修正の理由 

（個別） 

水産品事業においては、荷動き、市況ともに堅調な動きにより増収となりましたが、OEM 生産によ

る飲料事業において厳しい経営環境が続いたことなどにより、中間および通期の売上高は前回予想を

下回る見込みであります。 

経常利益につきましては、中間および通期ともに前回予想通りとなる見込みでありますが、遊休設

備の除却処理（特別損失として約 250 百万円を計上）をする結果、中間純利益および当期純利益は前

回予想を下回る見込みであります。 

 

（連結） 

 国内の飲料事業を営む連結子会社において減収となりましたが、国内冷食子会社や北米子会社など

が堅調に推移したことにより、中間および通期の売上高は前回予想並みとなる見込みであります。 

利益につきましては、飲料事業を営む連結子会社や畜肉を原料とする連結子会社の業績が低迷した



こと、並びに、下期においても原料高騰や原油高による包材価格の上昇など、厳しい経営環境が予想

されることから中間および通期の経常利益は前回予想を下回る見込みであります。 

中間純利益および当期純利益につきましては、一部の国内子会社における税効果会計の適用や遊休

不動産の売却益などにより、前回予想を上回る見込みであります。 

 

以  上 


